
Japan S∝iety of Computer Aided Diagnosis of Medical Images

コンピュータ支援画像診断学会　　　　　　　1992.2　No.1

コンピュータ支援画像診断学会設立の御挨拶

会長　舘　野　之　男寮

CTやMRI､あるいはCRや超音波

技術などにみられるように､人体内部の

ディジタル映像化技術が急速に進歩した

結果､医療診断における画像の果たす役

割は極めて大きなものがある｡しかも高

齢化社会を迎え､その重要性は質量とも

今後益々高まるものと予想される｡その

一方で､捻医療費抑制の動きなど､医療

を取り巻く環境は厳しいものがある｡こ

のような状況のもと､画像情報をいかに

効率よく､高度に利用するかは､医療の高度化に不可欠

である｡

一方､医療を取り巻く周辺の科学技術に目を向けると､

今日のコゝビュータ技術と､その利用技術である情報処

理技術は飛躍的な発展をとげており､非常に高度な知的

情報処理が可能となっている｡その結果､医療の分野に

おいても各種の医用画像を蓄積し､必要なときに､必要

な形態で授受し､表示するためのハードウエアとソフト

ウエアとを実現する技術的基盤は整いつつあるといって

よい｡さらには､その画像に対して､コンピュータによ

る処理を施し､医師の診断を側面から援助するための情

報を抽出したり､将来的にはいわゆる｢自動診断｣を行

うことも不可能ではない技術基盤も整いつつある｡

その結果､この数年の間に画像診断の

コンピュータ支援や診断のプロセスの一

部をコンピュータに代行させる研究に強

い関心が寄せられるようになってきてい

る｡厚生省がん研究助成金において､画

像診断のコンピュータ支援やある程度医

師の診断をコンピュータが肩代わりする

自動診断を目的とした研究班が始めて認

めらたのは昭和59年であり､それ以来

ほぼ継続してこの種の研究班が組織され､

研究が推進されているのも以上のような背景を端的に表

わしているといってよい｡

画像診断の高度化には医学および工学の分野の研究者

が学問領域の壁を越え､学際的に協力を進めていくこと

が必要である｡しかしながら､従来このような学際領域

の研究に関する発表･討論の場は､小泉院でかつ単発的

なものに限られていた｡現在の研究の現状を考えると､

学際協力の場が組織的に形成されれば､研究の飛躍的発

展が期待できる｡

本学会は､以上のような現状を踏まえ､画像診断の高

度化をめざす医学･工学の分野の研究者の学際的協力関

係を推進し､医用画像診断のコンピュータ支援を主たる

分野とし､その関連分野も含め､今後の画像診断の高度

栄 :放射線医学総合研究所臨床研究部　部長　〒260千葉市穴JI14-9-1
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化に寄与し､学際的情鞄の集積と提供､情報の交換､新

しい人材の養成､国際学会､会議への協力等を行う組織

として､有益に機能することを目的に設立したものであ

る｡皆様の御指導､御支援をお願いする次第である｡

3次元画像情報のコンピュータ支援もお待ちしています!

西　谷

コンピュータ支援画像診断学会の設立を心よりお慶び

申し上げます｡今や画像診断はコンピュータの支援なし

に行えない時代となってきました｡画像診断医と画像工

学者が意志の疎通を図り､お互いに手を携えて新しい道

を開拓する必要があります｡その意味から本学会の設立

は時期を得たものであります｡

Ⅹ線画像のコンピュータ支援は､以前から試みられて

いましたが､コンピュータの進歩とともに､やっと少し

実用的なものが出始めました｡しかし､今画像診断の分

野では従来のⅩ線画像のみならず､超音波､内視鏡､ C

T､ MR I､核医学とさまざまな領域で著しい進歩がみ

られます｡ Ⅹ線画像は長い歴史を持ち､画像診断学も成

熟しているため､コンピュータ支援もこのⅩ線画像から

行われることが多いようですが､はたしてコンピュータ

支援をⅩ線画像から行うのが一番正しい方策でしょうか｡

従来の胸部単純Ⅹ線写真などのⅩ線画像は､もともと

3次元の物体を2次元画像に圧縮した､いわゆる投影画

像です｡ここでは､ Ⅹ線ビームが透過した部分が全て重

なって写っています｡画像診断の努力はまずこの2次元

画像から､想像をたくましくして元の3次元画像を頭の

中に再構築することから始まります｡それには､解剖学

的知識やシルエットサインなどと呼ばれる特徴的な所見

などを利用するわけです｡このような思考過程は､しば

しば内部矛盾を含んでおりコンピュータにとっては大変

困難なことであったと推察されます｡

工学的手法の開発は簡単な典型例からはじめ､その繰

り返しにより複雑なことに対して対応できるようにする

はずです｡その意味からは､最近多数の検査法で得られ

る断層画像を利用した方が良い場合もあるのではないで

しょうか｡ 1枚の断片に切られていてもスライス厚さ分

弘紫　　　　＼

以外には画像の重なりはありません｡薄いスライスを多

数連続して採取すれば､ 3次元情報が得られます｡ MR

I､ CT､ SPECT等では､最近このような手法で3

次元の情報に近いものが得られます｡人体を検査するの

ですから､断層像を扱えばどの検査法l頚寸しても同じ解

剖学的知識が適用できるはずです｡投影画像(影絵)よ

りはずっと扱い易いのではありませんか｡

画像診断医にとってこれらの断層画像は大変な負担に

なってきています｡ 1検査あたりの画像の枚数がどんど

ん士勤口しています｡たとえば､ MR Iでは通常でも患者

さん1人あたり70-100枚の画像を見るということ

が普通です｡ 3次元画像を得ようとすると1回の検査だ

けで1 2 8枚の画像が得られます｡また､ CT等では検

査スピードの増加が著しく､今までの胸部Ⅹ線写真撮影

の感党でCT検査が可能となり､ 1時間に1 0人の検査

も可能となってきています｡胸部CTで患者さん1人あ

たり50枚の読影をすると考えれば､ 1時間に500枚

を読まなければならない計算です｡人間には疲労があり

ますが､コンピュータは繰り返しは得意ですのでそんな

に苦にはならないはずです｡ぜひ､画像診断医の苦しみ

をコンピュータ支援で少しでも解除してはしいものです｡

画像診断は天気予報によく似ています｡地球という3

次元空間を対象にしているか､人体という3次元空間を

対象にしているかのちがいはあっても､不確定要素の多

いことの予想という点では同じです｡天気予報には今最

新のコンピュータ支援がついています｡ぜひ画像診断も

強力なコンピュータの支援を受けてさらなる発展を遂げ

たいものです｡

会員の皆様のご努力により､この会がますます盛大と

なることを心より祈念いたします｡

栄 :徳島大学医学部放射線医学教室　教授　〒770徳島県徳島市蔵本町3
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コンピュータ支援画像診断学会定款

第1章　総　則

第1条　本学会はコンピュータ支援画像診断学会､その

英文名は

Japan Society of Computer Aided Diagnosis of Medical Images

と称する｡

第2章　目的および事業

第2粂　本学会はコンピュータによる画像診断の支援お

よびこれに関連のある研究の連絡提携および促進を

はかり､もって学術の発展に寄与することを目的と

する｡

第3粂　本学会は前条の目的を達成するため次の事業を

行う｡

1.学術大会等の学術的会合の開催

2.会誌等の発行

3.その他目的達成に必要な事業｡

なお事業執行に関する細則は理事会の決議で別に決

SH!

第3章　会　員

第4条　本学会の会員は次の通りとする｡

1.正会員　　本学会の目的に賛同する個人

2.学生会員　大学あるいは大学院に席を置く学生

であって､本会の目的に賛同するもの｡

3.賛助会員　本学会の目的に賛同し､その事業を

援助する法人および団体

4.名誉会員　本学会が関係する分野の学術または

技術に関する権威者で､かつ本会に対して功績顕

著な者であって､給会において推薦されたもの｡

第5粂　会員は所定の年会費を納入するものとする｡そ

の額については細則で定める｡

第6粂　入会および退会の手続きについては理事会の定

めるところによる｡

第4章　役　員

第7粂

1.本学会に次の役員をおく｡

理事　　　　10名以内

(うち会長1名､副会長1名)

監事　　　　　若干名

評議員　　　　6 0名以内

大会会長　　1名

次期大会会長　1名

2.会長､理事(会長を除く)および監事は､総会

において正会員から選出する｡

副会長は理事の互選で定める｡

評議員は､理事会の推薦する者を会長が委嘱する｡

3.大会会長および次期大会会長は理事会の推薦に

より､評議員会の承認を得て会長が決定する｡

4.会長､理事､監事､評議員の任期は2年とし､

再任は妨げない｡

5.会長は会務を統轄､執行する｡会長に事故ある

ときは副会長がその職務を代行する｡

6.監事は本学会の業務および会計の監査を行う｡

7.大会会長および次期大会会長の任期はそれぞれ

1年とし､学術大会終了の翌日より､次回の学術

大会終了の日までとする｡次期大会会長は大会会

長を補佐し､かつ大会会長に事故があるときはそ

の職務を代行する｡

第5章　会議および学術集会

第8条　総会は定期稔会と臨時給会に分ける｡

1.定期総会は毎年1回会長が招集する｡

2.臨時総会は､理事会が必要と認めたとき､正会

員の5分の1以上からの請求があったとき､また

は監事から会議の目的事項を示して請求があった

ときは､これを開催しなければならない｡

第9条　総会は委任状を含め会員の10分の1以上出序し

なければ議事を開くことができないo会長は捻会の

議長となる｡臨時総会の議長は､会議のつど出席会

員の互選で定める｡給会の決議は出席会員の過半数

の同意をもって決する｡可否同数の場合は議長の裁

決による｡

第1C廉　次の事業は､理事会および評議員会の議決を得

た上､定期総会に提出し､その承認を受けなければ

ならない｡

1.事業計画および収支予算についての事項

2.事業報告および収支決算についての事項

3.財産目録

4.その他理事会において必要と認めた事項

第11粂　理事会は会長がこれを招集し､年1回以上開催

するものとする｡理事会は理事の過半数の出席(委任

状を有効とする)をもって成立し､議決は出席者の

過半数を要する｡

第12粂　評議員会は毎年1回学会捻会の前に開催し､会

長が議長をつとめる｡評議員会は評議員の過半数の

出席(委任状を有効とする)をもって成立し､議決

は出席者の過半数を要する｡
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第13粂　学術大会は大会会長が運営するものとする｡

第6章　会　計

第14粂　会計年度は毎年1月1日に始まり12月31日に終

わる｡

第15条　本学会の収支決算は､毎会計年度終了後2ケ月

以内に会長が作成し､財産目録､事業報告書およ

び会員の移動状況書とともに監事の意見をつけ理事

会および総会に報告しなければならない｡

第7章　その他　ー

第16粂　この定款を変更しようとするときは､理事会の

決議および総会の3分の2以上の同意を得なければ

ならない｡

第17粂　本学会を解散しようとするときは理事会の5分･

の4以上の同意ならびに総会の3分の2以上の同意

を得なければならない｡

第18条　この定款施行についての細則は理事会の決議を

経て別に定める｡

第1 9粂　本学会は事務局を置く｡その場所は細則で定

める｡

第8章　付　則

第20条本定款は平成3年1 2月2 0日から施行する｡

細　　則

第1条　本学会の事務局は

〒184　小金井市中町2-24-16

東京農工大学工学部電子情報工学科

小畑研究室内に置く｡

第2条　本学会の会費は

正会員　　　　　5,000円､入会金1,000円

学生会員　　　　3,000円､入会金1,000円

賛助会員1口　70,000円(1口以上)

名誉会員　　　　不要

とする｡

コンピュータ支援画像診断学会設立

設立総会議事録
1.日時　1991年12月20日(金)

午前10時15分より

2.場所　　学士会館分館　6号室

3.出席者　設立発起人　40名､一般会員　21名

合計61名

4.議事

議事進行係りとして飯沼武発起人を連出し､議事を進

めた｡最初に設立発起人代表の館野之男氏の挨拶の後､

定款の審議に入り､一部修正の上､了承された｡

定款の定めるところにより､会長の選出が行われ､満

場-敦で館野之男氏を選出した｡引き続き役員選出を行

い､理事および監事が次のように選出された｡

理事:鳥脇純一郎､細田裕､西谷弘､加藤久豊

今里悠一､小畑秀文

監事:飯沼武､牧野克彦

また､本年度大会会長は学会長が兼ね､次期大会会長

に鳥脇純一郎氏をあてたいむね会長より提案があり､了

承された｡

平成4年度予算案､および事業計画は原案通り了承さ

れた｡なお､本学会の運営基盤を強固なものにするため

4

に､会員および賛助会員の増加策を積極的に進めること

とした｡なお､設立総会当日の入会者は入会金を免除す

ることが了承された｡

なお､本会設立について､日本経済新聞社､日本医科

器械新聞社､日刊工業新聞社からの取材があった｡

平成4年度事業計画
本年度は設立初年度にあたり､今後の本学会の発展を確

実なものにするためにも､本年度の事業計画は重要な意

味を持っている｡

画像診断のコンピュータ支援や自動診断の可能性を採

る研究を推進する本学会は､医学･工学それに産業界の

三身一体となった協調関係が必須条件である｡その体制

を整備し､運営基盤を強固なものにすることが､まず何

よりも重要である｡さらに､各種研究集会や講演会の充

実をはかり､会員へのサービスを常に念頭においた活動

が望まれる｡そのために､次の項目を本年度の事業計画

とし､今後の飛躍への布石とする｡

1.学会組織の充実と運営基盤の強化

2.ニューズレターの定期的発行

3.学術研究集会の開催と各種研究会の組織化
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平成4年度　予算案
収入の部

会費

正会員　　150名× 5,000円　=　750,000.

賛助会員　17社× 70,000円　= 1,190,000.

大会参加費　100人×2,000円　=　200,000.

雑収入(利息　　　　　　　　　　　　5,000.

計

支出の部

事務経費

人件費　　6,300×85日

通信費

郵送費

消耗品

設備費

電話回線工事

会議費

出版費

研究会補助

大会運営費

予備費

2, 140,000.

535,500.

1 20,000.

220 ,000.

200 ,000.

74,984.

100,(泊0.

300,000.

1 00,000.

200,000.

289,516.

計 2, 140,000.

第91-1回理事会議事鐘
1.日時　1991年12月20日(金)

午後4時15分より
2.場所　　学士会館分館　応接室

3.出席者館野之男(会長) ､鳥脇純一郎､西谷弘､

加藤久豊､小畑秀文､飯沼武､牧野克彦

4.議事

･副会長の選出　互選により鳥脇純一郎氏を選出した｡

･次期大会会長の選出　互選により西谷弘氏を選出L

m

･各理事の担当分野を次のように決定した｡

大会会長･副会長

国際関係担当

次期大会会長･事業担当

会誌担当

財務担当

総務担当

鳥脇純一郎

細田　裕

西谷　弘

加藤久豊

今里悠-

小畑秀文

なお､第2回学術講演会を1 9 9 2年秋に開催を予定

し､準備に入ること､会誌編集委員会を早急に親戚し､

ニューズレターの定期的発行が可能な体制を整備するこ

ととした｡第-号は1992年2月に発行を予定し､会

員に配布することとした｡また､それを会員増加のため

の宣伝に活用することを決定した｡また､国際会議や講

演会の開催に向けて､検討を進めることとした｡

☆☆☆　事爵周密　69　☆☆☆

会員数 ‥ 正会員 8 5 名

学生会員 2 名

賛助会員 5 社

(1992年2月 24日現在)

会員各位にお願い:現在会員大幅増員のキャンペーン

中です｡関係者に本学会を紹介し､入会を薦めていた

だければ幸いです｡

5

入会のお申し込み､お問い合わせは-

〒 1 8 4　東京都小金井市中町2-24-16

東京農工大学工学部　小畑研究室内

コンピュータ支援画像診断学会

Tel. & Fax. (0423) 87- 8491
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コンピュータ支援画像診断学会
第1回学術講演会

1.日時　1991年12月20日(金)

午後1時00分より

2.場所　　学士会館分館　6号室

3.出席者　約80名

4.講演内容

Ⅰ.特別講演

名古屋大学　　鳥脇純一郎　教授

｢医用画像の計算機支援診断の諸問題｣

Ⅲ.一般講演

1)絵本徹､飯沼武､舘野之男､福久健二郎

｢計算機診断の支援効果･確認実験｣

2)鈴木隆一郎

｢肺癌検診における胸部Ⅹ線写真撮影条件の強

化と全国市町村における実態｣

3)笹岡彰一､森雅樹､高畠樽柿､名取博､

鈴木英夫､稲岡則子､鈴木明

｢コンピュータを用いた肺腫癌影検出システム

によるエネルギーサブトラクションの評価｣

4)山本星司､田中-平､舘野之男､飯沼武､

松本徹､松本満臣

｢肺癌検診用C Tの画像処理｣

5)鳥脇純一郎､清水昭伸､長谷川純一

｢胸部Ⅹ線像処理用フィルタの一般化｣

6)長谷川純一

｢胃がん候補領域抽出のための集中度フィルタ

とその性質｣

7)縄野繁､阿南充洋､山田達哉

｢MMGにおけるDCP法の開発｣

8)遠藤登喜子､堀田勝平､藤田広志

木戸長一郎､佐久間貞行

｢マンモグラム自動スクリーニング装置の改良J

8)藤田広志､堀田藤平､遠藤登喜子

木戸長一郎､佐久間貞行

｢ニューラルネットワークによる腫癌の良悪性

の判別｣

9)金栄華､小畑秀文

｢Morphological Filterによる微小石灰化像の

抽出｣

日刊工業新聞1991年12月18日(水)

氏
(
コ
ン
ビ
ュ
-
テ
ッ
ド
･
ラ
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
)
な
ど
が
あ
り
､
欧
米
に

比
べ
て
も
わ
が
国
の
普
及
は
急
速
｡

こ
れ
ら
は
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
お
り
'
そ
の
ま
ま
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
処
理
し
や
す
い
｡
そ
の
た
め
t
よ

り
効
率
的
な
画
像
処
理
手
法
の
開
発

が
'
診
断
の
精
度
向
上
や
処
理
速
度

ア
ッ
プ
の
面
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
｡そ

こ
で
関
連
す
る
医
師
'
情
報
処

理
'
機
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
一
体
と

な
っ
た
研
究
開
発
体
制
確
立
を
目
指

す
も
の
｡
具
体
的
に
は
'
が
ん
の
集

団
検
診
デ
ー
タ
の
効
率
処
理
な
ど
国

民
医
琴
専
門
医
師
で
も
難
し
い
と

い
わ
れ
る
骨
租
し
ょ
l
2
虻
の
定
量
診

断
な
ど
の
技
術
開
発
が
期
待
で
き
る

と
い
う
｡
そ
の
た
め
'
研
究
成
果
発

表
会
な
ど
と
並
行
心
て
'
嘗
冒
し

て
情
報
交
換
'
研
究
偉
力
支
援
な
ど

に
取
り
組
む
｡

画
像
情
報
の
効
率
的
な
診
断
へ
の

応
用
と
医
斉
に
適
し
た
画
像
表
示
装

置
開
発
を
目
的
と
し
た
｢
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
支
援
画
像
診
断
学
会
｣
の
憩

立
総
会
が
'
二
十
日
午
前
十
時
十
五

分
か
ら
東
京
･
本
郷
の
学
士
会
館
分

室
で
開
か
れ
る
｡

Ⅹ
線
c
T
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
)
な
ど
画
像
診
断
技
術
の
進

歩
を
背
景
に
'
医
師
､
情
報
処
理
研

究
著
'
装
置
メ
ー
カ
ー
関
係
者
ら
全

国
の
主
要
な
研
究
者
五
十
人
で
組
織

す
る
発
起
人
会
(
代
表
滋
野
之
男
氏

=
科
学
技
術
庁
･
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所
韓
床
研
究
部
長
)
が
準
備
を

進
め
て
き
た
も
の
で
'
こ
の
種
学
会

は
欧
米
に
も
例
が
な
い
と
い
う
｡
発

起
人
会
で
は
設
立
後
'
個
人
会
長
'

企
業
の
賛
助
会
見
の
薫
に
乗
り
出

す
と
し
て
い
る
｡

画
像
情
報
を
利
用
す
る
診
断
法
は

Ⅹ
線
c
T
の
ほ
か
t
S
o
i
-
C
襟
繋

共
鳴
断
層
兼
影
)
t
O
i
W
h
C
ポ
ジ

ト
ロ
ン
c
T
)
'
超
音
波
c
T
t
C

画
像
情
報
も
と
に
診
断
を
支
援

産
学
官
で
学
会
設
立

2

0
日
に
総
会
､
共
同
研
究
へ

6
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医･工学者と機器メーカーの協力で

コンピュータ支援画像診断学会

関係者53名で設立総会開く

医
学
･
工
学
分
野
な
ら
び

に
医
療
織
器
メ
ー
カ
ー
が
一

体
と
な
っ
て
'
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
画
傾
診
断
の
支
搾

お
よ
び
こ
れ
に
関
越
の
あ
る

研
究
の
越
路
指
摘
'
促
進
を

は
か
り
､
J
っ
て
学
術
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
　
r
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
搾
画

伸
診
断
学
会
｣
　
の
設
立
が
放

射
線
医
学
総
合
研
究
所
臨
床

研
究
部
長
の
結
野
之
男
氏
を

発
起
人
と
し
て
'
関
係
各
機

関
に
呼
び
か
け
て
い
た
が
'

五
十
三
名
が
加
入
し
､
そ
の

設
立
総
v
5
が
旧
冬
十
二
月
二

十
日
乍
前
十
時
十
五
分
よ

り
'
棄
京
･
本
郷
の
宇
土
金

蛇
分
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
｡設
立
総
会
は
世
話
人
の
東

窮
農
工
大
工
学
部
･
小
畑
秀

文
教
授
の
司
会
進
行
で
始
め

ら
れ
'
発
起
人
を
代
表
し
て

結
野
氏
は
-
近
年
の
医
療
診

断
に
お
い
て
'
画
作
の
は
た

す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い

l
の
が
あ
り
ま
す
｡
古
く
は

x
棺
写
H
r
に
代
来
さ
れ
る
J

の
が
'
府
5
8
で
は
c
T
や
M

R
I
な
ど
人
体
内
部
を
映
像

化
す
る
技
術
が
急
速
に
発
達

し
た
結
果
'
画
橡
な
く
し
て

正
し
い
診
断
は
不
可
能
と

い
っ
て
よ
い
状
況
て
あ
る
.

他
方
､
コ
ン
ビ
ユ
ー
ク
技

術
の
発
通
l
は
め
さ
ま
し
く
'

画
傾
処
叩
技
術
や
人
工
知
能

な
と
に
よ
り
医
用
画
憎
処
柁

技
術
J
栴
め
て
苗
肢
に
発
鳩

し
っ
つ
あ
り
､
専
門
医
に
変

わ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
診
断

す
る
の
J
夢
と
は
い
え
な
く

な
っ
て
き
た
｡

本
会
は
'
こ
の
自
動
診
断

が
必
須
条
件
で
あ
り
'
そ
の

体
制
を
整
備
し
､
運
営
基
盤

を
強
固
な
も
の
に
す
る
こ
と

か
何
よ
り
も
重
要
｡
さ
ら
に

各
沌
研
究
集
会
や
講
痕
会
の

充
実
を
は
か
り
'
全
員
へ
の

サ
ー
ヒ
ス
を
常
に
念
頭
に
お

い
た
店
軸
と
し
て

①
竿
全
組
織
の
充
実
と
運

営
基
盤
の
強
化
.
②
ニ
ュ
ー

ズ
レ
ク
ー
の
定
期
的
発
行
｡

③
学
術
研
究
集
会
の
開
催
と

各
托
研
究
の
組
織
化
｡

こ
の
三
項
目
を
本
年
度
の

報
I
2
O
K

て
積
極
的

に
活
動
し

て
行
く
こ

四
M
E
s
s

た
｡役
員
の

選
出
に
つ

い
て
は
会

長
に
発
起

人
代
表
の

酌
r
s
b
e
s

氏

を

遵

任
｡
理
事
'

監
事
を
会

長
か
ら
次

の
と
お
り

眉
B
S
E
s
聞

I
D
i(医-

医
学
､
工

=
工
学
､

企
-
メ
I

を
究
極
の
目
的
と
す
る
も
の

で
す
が
､
そ
の
日
的
実
現
に

は
医
学
と
工
学
お
よ
び
医
療

織
器
メ
ー
う
ー
の
緊
苫
i
*
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
､
そ
の

体
制
を
作
り
日
動
診
断
の
研

究
を
協
力
に
稚
娼
す
る
た
め

に
本
字
全
を
設
立
し
た
I
o

と
粍
拶
.

こ
こ
で
達
識
'
役
員
の
越

山
'
中
英
計
痢
'
予
算
に
つ

い
て
箭
試
さ
れ
た
｡

可
美
計
画
に
お
い
て
は
'

画
傾
診
断
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

モ
縄
や
日
動
<
"
.
.
¥
断
の
可
能
作

を
搾
る
研
究
*
>
推
進
円
的
に

医
学
･
工
学
'
庵
繋
界
S
三

卑
丁
体
と
な
っ
た
協
調
関
係

カ
ー
･
敬
称
略
)

∧
理
事
∨

▽
繕
島
大
医
学
部
･
西
谷

臥
(
医
)
▽
放
射
線
疫
学
調
査

セ
ン
タ
ー
･
細
谷
裕
(
医
)
▽

名
古
屋
大
字
･
馬
脇
純
1
郎

C
M
)
▽
屯
窮
農
工
大
学
･
中

細
秀
文
へ
工
)
▽
富
士
フ
イ
ル

ム
･
加
帳
久
豊
(
企
)
∇
東
芝

･
今
里
悠
1
(
企
)

∧
監
事
∨

▽
放
医
研
･
飯
沼
武
(
工
)

▽
z
f
a
J
C
J
　
牧
野
党
席
(
企
)

本
学
会
の
設
立
趣
意
は
t

c
T
や
N
M
R
あ
る
い
は
c

R
や
超
再
婚
技
術
な
ど
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
､
人
体
内
部

の
デ
ー
シ
ク
ル
映
像
化
柁
術

が
急
速
に
娼
歩
し
た
結
果
'

医
療
診
断
の
高
度
化
か
は
か

ら
れ
､
医
療
診
断
に
お
け
る

画
像
の
果
た
す
役
割
は
極
め

て
大
き
な
も
の
が
あ
る
｡
し

か
も
そ
の
重
要
性
は
官
量
と

J
今
後
益
々
高
ま
る
J
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
｡

そ
の
1
万
で
'
高
齢
化
社

会
を
迎
え
'
総
医
療
費
抑
制

の
動
き
な
ど
医
療
を
取
り
ま

く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
の
･
J

と
'
画
像
情
報
を
い
か
に
効

率
よ
く
高
度
に
利
用
す
る
か

は
医
療
の
高
度
化
に
不
可
欠

で
あ
る
｡
一
方
'
医
療
を
取
り
ま
く

周
辺
の
科
学
技
術
に
目
を
向

け
る
と
'
今
日
の
　
コ
　
ン

ピ
ュ
ー
タ
技
術
と
そ
の
利
用

技
術
で
あ
る
情
報
処
理
技
術

は
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
て

お
り
非
常
に
高
度
な
知
的
情

報
処
理
か
可
能
と
な
っ
て
い

る
.
医
療
に
お
い
て
鋸
要
な

地
他
を
占
め
て
い
る
画
像
を

藩
紙
L
t
　
必
要
な
形
惟
ご
'
J
授

受
し
､
表
示
す
る
た
め
の

ハ
ー
ト
ウ
エ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
と
を
実
現
す
る
柁
術
的

基
盤
は
軽
い
つ
つ
あ
る
.
さ

ら
に
は
'
そ
の
画
伸
に
た
い

し
て
'
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
処
理
を
施
し
'
托
師
の
診

断
を
側
面
か
ら
搾
伽
す
る
た

め
の
情
報
を
抽
出
し
た
り
､

将
来
的
に
は
医
師
に
代
わ
っ

て
診
断
を
行
う
こ
と
も
不
可

能
で
は
な
い
技
術
基
盤
が
整

い
つ
つ
あ
り
'
画
像
診
断
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
操
や
あ
る

程
度
医
師
の
診
断
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
肩
代
わ
り
す
る

自
動
診
断
を
目
的
と
し
た
研

究
蚊
が
始
め
て
旺
め
ら
れ
た

の
は
'
昭
和
5
9
年
で
あ
り
'

そ
れ
以
来
は
ぼ
継
続
し
て
こ

の
種
の
研
究
班
が
組
織
さ

れ
､
研
究
か
推
進
さ
れ
て
い

る
の
も
以
上
の
よ
う
な
背
景

を
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
｡

画
傾
診
断
の
高
度
化
に
は

医
学
お
よ
び
工
学
の
分
野
の

研
究
者
が
学
問
錦
城
の
壁
を

超
え
'
学
際
的
に
協
力
を
虐

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
｡
し
か
し
な
が
ら
従
来
こ

の
よ
う
な
学
際
領
域
の
研
究

に
関
す
る
発
表
･
討
論
の
場

は
'
小
規
模
で
か
つ
単
発
的

な
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
｡

現
在
の
研
究
の
現
状
を
考
え

る
と
'
学
際
協
力
の
喝
が
組

織
的
に
形
成
さ
れ
れ
ば
'
研

究
の
飛
躍
的
発
展
が
期
待
で

き
る
｡

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
'
画
像
診
断
の
高
度
化
を

め
ざ
す
医
学
･
工
学
の
分
野

の
研
究
書
の
学
際
的
協
力
関

係
を
推
進
し
､
医
用
画
偉
診

断
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
稜
を

主
た
る
分
野
と
し
'
そ
の
関

連
分
野
も
含
め
'
こ
れ
か
ら

の
画
像
診
断
の
高
度
化
に
寄

与
L
t
学
際
的
情
報
の
集
横

と
持
供
､
情
報
の
交
換
へ
新

し
い
人
材
の
兼
成
'
国
際
学

会
'
会
議
へ
の
協
力
等
を
行

う
組
織
と
し
て
'
有
益
に
織

能
す
る
こ
と
を
目
的
に
役
立

さ
れ
た
J
の
｡

事
務
局
は
〒
_-
4
東
京
都
小

金
井
市
中
町
二
ノ
二
四
ノ
1

六
･
東
京
農
工
大
学
工
学
部

小
畑
研
究
室
内
｢
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
支
搾
画
像
拾
断
学

会
j
(
f
-
U
3
J
ォ
U
.
<
X
!
-
O
四

二
三
-
八
七
-
八
四
九
二

姐
m
a
i
m
担
儲
K
B
K

代
会
長
の
舘
野
氏
(
右
)
と

小
畑
氏
〕
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援

画
像
診
断
学
会
が
発
足

専
門
医
に
代
わ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

卜
に
よ
る
病
気
診
断
を
目
指
し
て
,

医
学
者
と
技
術
者
が
情
報
を
交
換
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
雷
像
診
断
学

会
が
二
十
日
､
基
点
で
設
立
冶
金
を

開
き
発
足
し
た
｡
-
医
蝶
分
野
で
画
像

処
理
を
利
用
し
た
診
断
技
術
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
異
分
野

交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
研
究
を
促
進

す
る
の
が
狙
い
｡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
る
診
断
技
術
向
上
を
目
指
し
た

学
会
は
世
界
で
も
初
め
て
と
い
う
｡

同
学
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
断
層
撮
好
や
超
青
改
診
断
な
ど
に

よ
る
病
気
診
断
の
重
要
度
が
増
し
て

き
て
い
る
の
に
伴
い
､
医
学
者
と
技

術
者
の
組
織
だ
っ
た
賢
流
の
場
を
設

け
て
'
病
気
の
自
動
診
断
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
促
す
の
が
目
的
｡
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コンピュータ支援画像診断学会入会案内

コンピュータ支援画像診断学会とは　-
1991年12月に創設された新しく､若さにあふれた学会

です｡医療の中に占める画像診断の重要性は今後益々増

加すると考えられ､一方ではコンピュータ技術の急速は

発展があり､両者は自然な形で結合しつつあります｡画

像診断におけるコンピュータ支援や自動診断などが本学

会の中心分野ですが､その裾野は広く､医学や工学にた

ずさわる人､医療機器メーカーなど､医療に関わりのあ

る研究･技術者をもって構成されております｡

本学会は画像診断に関する研究の連絡提携と促進を図

り､もって学術文化の発展に寄与することを目的として

おります｡本会は生まれたばかりであり､どのような学

会にするのかは､入会いただいた方々の活動にかかって

いるといってよいでしょう｡積極的な活動の場が本学会

にあります｡

学会活動の概要

1.機関誌の発行

しばらくの間はニューズレターにより本学会に関連す

る各種講演会や研究会､国際会議の情報提供をはかり､

かつ会員相互のコミュニケーションの場を提供する｡

学会の運営基盤の強化により､学会誌･論文誌の毎月

発行をめざす｡

_ 2.研究発表の開催と研究発表会講演論文集の刊行及び

年1回研究発表会を開催する｡

会員は無条件で参加又は発表ができる｡技術展示会も

併催

3.研究会の開催

4.講習会･シンポジウムの開催

5.出版

会員の種別と会費
1.名誉会員　画像診断に関し功績顕著な者又は本会の

目的達成に多くの貢献をした者で総会の決議を経て推

薦された者｡ (会費は免除)

2.正会員　画像診断に関係する研究者､技術者で本会

の目的に賛同する%.会誌を毎号頒布されるほか､本

会が開催するすべての行事に参加する事ができます｡

会費は年額5,000円､入会金1,000円

3.学生会員　現在在学中(大学院を含む)の者は､正

会員である教官の紹介により学生会員として入会でき

ます｡学生会員は役員の選挙権などを除くほかは､正

会員に準じる資格をもちます｡卒業(修了)した場合

は､その翌月から正会員となります｡

会費年間3,000円､入会金1,000円

4.賛助会員　当学会の目的に賛同し､当学金の括動を

援助するため毎年1ロ以上の会費を納めて下さる会社､

団体あるいは個人を賛助会員とします｡　賛助会員は､

口数に応じて会誌の頒布を受けるほか､学会誌の｢賛

助会員のページ｣へ投稿できます(有料) ｡また､技

術講習会参加料の割引き､その他研究発表会などに展

示会を付設する場合は優先的に参加出品(割引有料)

することができます｡会費1口につき年額70,000円､

入会金は不要です｡

入会のお申し込み､お問い合わせは-･

〒 1 8 4　東京都小金井市中町2-24｣16

東京農工大学工学部　小畑研究室内

コンピュータ支援画像診断学会

Tel. & Fax. (0423) 87- 8491

振込口座

住友銀行 東小金井支店 (店番号8 4 3 )

普通預金

名 義 コンピュータ支援画像診断学会

口座番号 9 1 2 1 5 0
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